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佐野市ネーミングライツ導入に関する基本方針

令和２年１１月３０日制定

１．趣旨

この基本方針は、市が所有する施設への命名権（以下「ネーミングライツ」と

いう。）を導入することについて、対象施設や募集の方法等に関し、基本的な考

え方をまとめたものです。

２．ネーミングライツ導入の目的

企業等による広告の機会を拡大するとともに、市が所有する施設の運営・維持

管理に充てる新たな財源を確保することにより、良好な施設環境を安定的に提

供することと健全な財政運営及び地域経済の活性化を図ることを目的とします。

３．ネーミングライツ事業の概要

(１) ネーミングライツ事業とは、本市との契約により市の施設に企業名や商

品名等を冠した愛称を付与させる代わりに、ネーミングライツを取得した

企業等（以下「ネーミングライツ・パートナー」という。）から対価（以下

「ネーミングライツ料」という。）を得て、前項に規定するネーミングライ

ツ導入の目的に資するものです。

(２) ネーミングライツは、市の施設に愛称を冠するに留まり、条例で定めた名

称を変更するものではありません。また、市はホームページや広報紙、印刷

物等において愛称を積極的に使用しますが、施設利用者の混乱の回避等に

対応するため、条例で定める名称と愛称の併用による対応ができるものと

します。

４．ネーミングライツ導入の効果

(１) ネーミングライツ・パートナー

ア．ＰＲ効果

命名した愛称が、市の広報活動やイベントの開催等を通じてメディアに

取り上げられることにより、企業名や商品名等の宣伝効果が期待できます。

イ．地域活性化に貢献

愛称を付けた施設を利用した魅力あるイベント等の実施により、地域の

経済、観光の活性化に貢献できます。

ウ．イメージアップ

施設の愛称や地域活性化策を通じて、企業や商品のイメージアップにつ

ながります。
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エ．ＣＳＲ（企業の社会的責任）

ネーミングライツ料が、市の財源となり市民サービスの向上策に使われ

るので、ＣＳＲが高まります。

(２) 市民・市

ア．施設の維持管理等のための安定的な財源確保につながります。

イ．財源の活用により、施設利用者・市民サービスの向上が期待できます。

５．対象施設

(１) 対象とする施設

市民の利用に供している施設のうち、多くの利用者が見込める施設を対

象とします。（例：文化施設、スポーツ施設、公園、道路等）

(２) 対象外とする施設

名称の設定に特段の経緯があるものや、施設の性格から愛称を付すのが

適当でないと判断されるものは対象外とします。（例：市役所庁舎、学校等）

(３) その他

選定しようとする施設が指定管理者制度を既に導入している場合は、指

定管理者の不利益にならないよう、あらかじめ市が指定管理者と協議を行

い、必要に応じ指定管理者との協定書を変更し、疑義が生じないようにしま

す。

６．導入手続き

ネーミングライツの導入は、市がネーミングライツ・パートナーを公募する

「施設特定型」、又は企業等からの提案による「企画提案型」の方法により手続

きを進めるものとします。

なお、いずれの場合においても、導入候補とした施設の所管課等が手続きを進

めるものとします。

※「企画提案型」により、提案があった施設について、市があらためてネーミ

ングライツ・パートナーの公募を行うことにより、複数の応募が見込まれる

場合（例：大規模で知名度の高い施設）は、その手続きの途中で「施設特定

型」に転換することがあります。また、以下の施設は「施設特定型」により

公募することとし、「企画提案型」の対象とはしません。

施設名称 所在地

佐野市運動公園 佐野市赤見町 2130 番地 2

佐野市田沼グリーンスポーツセンター 佐野市戸室町 1592 番地 2

佐野市中運動公園 佐野市中町 345 番地 1

佐野市国際クリケット場 佐野市栃本町 300 番地１
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７．ネーミングライツ料

ネーミングライツ料の金額は、当該施設の利用者数、メディアに取り上げられ

る頻度、他自治体における類似事例等を参考に、当該施設の広告媒体としての価

値を総合的に検討することとし、施設ごとに設定します。

８．契約期間

原則３年以上とし、応募者による提案とします。ただし、上限を設定すること

を可能とします。また、指定管理者制度導入（予定）施設については、その指定

期間を考慮し、終期となる契約期間を市が設定することを可能とします。

９．愛称

(１) 命名条件

公共施設にふさわしく、親しみやすさや呼びやすさなど、市民等の理解が

得られる愛称とし、佐野市広告掲載基準（平成１８年佐野市告示第２２３号）

第４条に該当しないものとします。

(２) 愛称の変更

利用者の混乱を避けるため、原則として契約期間内において愛称の変更

はできません。ただし、ネーミングライツ・パートナーの社名変更など特段

の事情がある場合は、協議の上、変更できるものとします。

(３) 正式名称の併記

愛称が定着するまで一定期間（概ね１年程度）は、正式名称を併記する場

合があります。

10．名称変更に伴う費用負担

市とネーミングライツ・パートナーの費用負担は、次によるものとし、契約終

了後の原状回復についても同様の取扱いとします。

なお、ネーミングライツ・パートナーが負担する費用については、ネーミング

佐野市アリーナたぬま 佐野市戸奈良町 21 番地

佐野市文化会館 佐野市浅沼町 508 番地５

佐野市葛生あくとプラザ 佐野市あくと町 3084 番地

佐野市こどもの国 佐野市堀米町 579 番地

佐野市立図書館 佐野市大蔵町 2977 番地

佐野市立田沼図書館 佐野市田沼町 910 番地５

佐野市立葛生図書館 佐野市葛生東一丁目 11 番８号

佐野市郷土博物館 佐野市大橋町 2047 番地
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ライツ料とは別に負担していただきます。

※敷地外、道路標識等の表示変更は、市や関係機関と協議の上、変更可能な表示について

行う。また新規看板等の設置については、設置の可否も含めて協議する。

11．実施方法等

(１) 募集方法

ネーミングライツ・パートナーの募集にあたっては、ホームページや広報

紙、報道機関への情報提供等の多様な媒体を活用し幅広く周知します。ただ

し、周知等は当該施設の所管課等が行います。

(２) 募集期間

ア．施設特定型 原則として、３０日間以上の募集期間を設定します。

イ．企画提案型 通年募集とします。

(３) 応募がなかった場合

募集期間内に応募がなかった場合は、募集条件を見直した上で再度の募

集を行うことも含め、募集の可否を検討します。

(４) 応募資格

佐野市広告掲載要綱（平成１８年佐野市告示第２２２号）第３条及び佐野

市広告掲載基準第３条に定める規制業種又は事業者に該当しないものを対

象とします。

(５) 募集要項

施設特定型の場合、応募に必要な事項を記載した募集要項を作成します。

募集要項に記載する主な事項は、次のとおりです。募集要項では、応募方法

や選定方法等をあらかじめ公表することで、ネーミングライツ・パートナー

の決定過程の透明性の確保に努めます。

ア．募集する対象施設（名称、所在地、概要等）

イ．募集概要（愛称、命名権の範囲、契約期間、ネーミングライツ料、名称変

更に伴う費用負担、応募資格等）

ウ．応募方法（募集期間、応募先、質問事項の受付、応募手段等）

エ．審査方法

オ．契約

区分 市
ネーミングライツ

・パートナー

敷地内外の看板表示の変更

（施設看板や道路標識）※
○

契約締結後に作成するパンフレット等の

印刷物やホームページの表示変更
○
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カ．その他（愛称の周知、指定管理者との協議等）

キ．問い合わせ先

12．施設特定型の審査

施設の所管課等が申込書等の受付・取りまとめを行い、佐野市広告審査委員

会で配点・最終決定を行います。

13．企画提案型の審査

企業等からネーミングライツ・パートナーの提案があった場合、提案のあっ

た施設の所管課等は、提案を受け付けた日の翌日から３０日以内に審査基準を

作成します。その後、広告審査委員会を経てネーミングライツ・パートナーを決

定するものとします。

14．ネーミングライツ・パートナーの決定・公表

市は、審査結果をもとに、契約条件の細目について協議し、市とネーミングラ

イツ・パートナーとの間でネーミングライツ契約を締結します。その後、市ホー

ムページや報道機関への情報提供等により当該企業等の名称、住所、ネーミング

ライツ料及び契約期間等を公表します。

15．契約の解除

契約締結後、ネーミングライツ・パートナーの信用失墜行為に伴い、市又は施

設のイメージが損なわれた、又は損なわれるおそれが生じた場合等、ネーミング

ライツ・パートナーとして適当でないと認められる場合には、市は契約を解除す

ることができるものとします。

契約解除に伴う原状回復に必要な費用は、ネーミングライツ・パートナーが負

担するものとします。

16．辞退

企業等がネーミングライツ・パートナーを辞退する場合は、市にその旨を届け

出るものとします。
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ネーミングライツ事業フロー図

〈施設特定型〉 〈企画提案型〉

対象施設の決定 企業等から提案

施設特定型への転換

提案に対する検討

募集条件の検討・決定（募集要項の作成）

広告審査委員会による募集要項の承認

ネーミングライツ・パートナーの募集

ネーミングライツ・パートナーの決定

契約の締結

施設表示等の変更

愛称の使用開始

広告審査委員会の開催
（ネーミングライツ・パートナーの決定に係る審査）


